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広報誌名「めだか」は、当院の中庭でみんなに愛でられ育つめだかのように、親しんでいただきたいという思いから名付けられました。
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「ここに来て良かった」そんな施設をめざして http://www.sankuro.or.jp/
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おしらせおしらせ S A N K U R O  I N F O R M A T I O N

外来での感染症対策の取り組み
来院される皆さまにご協力いただきながら、新型コロナウイルス感染症

対策を始めて１年以上が経ちました。2021年2月より、新たに外来待合室
にクリーンパーティションを設置して感染症対策を強化しました。

クリーンパーティション
（日本エアーテック株式会社）

下部のファンが汚染空気を吸い
込み、内蔵されている高性能空
気フィルターで清浄化して上部
から放出します。

玄関では、継続してマスク着用の確認、体温チェック、手指消毒のお願
いをしています。混雑による感染を予防するため、受診を希望される場合は、
必ず事前に電話でご予約ください。

また、病棟の感染防止のため、
現在お見舞いはお断りしていま
すので、ご了承ください。なお、
オンライン面会をご利用いただ
けます。詳細についてはお電話
でお尋ねください。

※2021年4月の状況です。状況によっ
て対応が変わることがあります。

新入職員を紹介します巻頭

健康
づくり 災害時の対応～感染症対策編～



看護部長あいさつ

副看護部長あいさつ
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看護部看護部をを紹介紹介しますします
当院では、2021年４月に看護部長が交代し、各病棟の看護管理者も

新しく就任しました。新たな顔ぶれを紹介します。

当院の基本方針に ｢ 家族的な優しい対応 ｣ とあります。私
は高校を卒業して当院に勤めてから、たくさんの場面でそれ
を感じてきました。

就職した当初は、初めて社会に出て働くことに加え、病院と
いう特別な環境から、不安と緊張の毎日でした。しかし、温か
く見守り続けてくれた事務長をはじめ、厳しくも優しい先輩方
や気心許せる仲間の存在、そして毎日の看護からたくさんの学
びを気付かせてくださった患者さまとの出会いによって、いつ
しか「ここに来て良かった」という思いに変わっていきました。

今日に至るまでにたくさんの「人」に育てられ、看護のやり
がいを見つけることができました。これからも出会う人たち
を大切にしながら、ここに来て良かったと思ってもらえる施
設、看護部を目指して仲間とともに尽力していきます。

三九朗病院に関わった方が毎日笑顔で過ごせて「ここに来て
良かった ｣ と思っていただけるよう、寄り添う看護の確立を
目指していきたいと思っています。まずは、看護部業務を見
直し、安心・安全への取り組みを実施します。さらに、教育
体制の構築を行い、よりよい看護の提供を目指します。

毎日、笑顔で頑張ります。（＾＾＠）

退院後の生活を見据えた看護ケアの提供を目指しま
す。患者さまとのやりとりの中で、何気ないことでも
お互い笑顔になれる瞬間をとても大切に思っています。
患者さまもスタッフも、楽しく過ごせる病棟にしてい
きたいです。

回復期病棟の入院期間は数か月に及びます。その中で、
患者さま一人ひとりに向き合いながら、質の高い看護・
ケアを提供し、少しでも安心した入院生活・退院生活が
送れるようスタッフ一同笑顔で精進していきます。

患者さまが安心してリハビリに専念でき、心地よく
入院生活を送ることができるよう、様々な職種と協働
していきます。B3病棟に入院して良かったと思って
いただけるような病棟づくりを目指します。

患者さま、ご家族さまから「ありがとう」の笑顔を
いただけるよう、一人ひとりに寄り添った外来看護を
目指します。信頼され満足していただける外来看護
サービスの提供を目標に、スタッフ一同日々努力して
いきたいと思います。
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健 づ
お医者さんと考える

くり康

安全な避難場所を確認する

避難用持ち出し袋に感染症対策物品を追加する

備え1

備え2

血圧手帳

安全な避難場所

親戚・知人

備え1
避難用持ち出し袋
＋感染症対策物品

備え2

健康状態
備え3
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避難所では感染予防の観点から密を避けるため、収容人数を以前より

少なくしている場合があります。自宅が安全ならば在宅避難も検討しま

しょう。自宅の安全に不安がある場合は、安全な場所にある親戚・知人

の家やホテルなどに避難する方法もあります。日ごろから先方に協力を

求めておきましょう。

一般的な防災グッズに加えて、マスクや手指用の消毒液など感染症対

策のための物品を備えましょう。避難所でも感染症対策の物品は用意さ

れますが、マスクや消毒液などは配布量が十分でない場合も考えられま

す。また、体温計やハンドソープなども感染リスクを下げるために自分

用に用意しましょう。

体温や行動歴を毎日記録し、避難時に持ち出せるようにしましょう。

持病がある場合は、血圧手帳や血糖測定などの用紙も一緒にしておくと

より安心です。普段の健康状態が証明できることで、避難所で感染が発

生した場合のトリアージの助けにもなります。持病用の常備薬とお薬手

帳も忘れずに。

感染症対策を強化した上での避難生活は、想像以上に大変です。食

料や物資は、密にならないよう時間をかけて配布されます。また、共

用部分のドアノブやトイレだけでなく、接触を減らすために区分けさ

れた広いスペースも、常に清潔に保つ必要があります。少しでも余裕

をもって避難生活ができるように普段から備えておきましょう。

災害時の対応
近年多発している自然災害に加え、東海地区は特に南海トラフ

地震にも備えなければなりません。新型コロナウイルス感染症の
流行により、災害への備えも変わりました。少しでも自分や家族
への感染リスクを減らせるように、今回は感染症対策に絞って
災害への供えについてご説明します。

健康状態を確認する備え3

感染症対策編

感染症対策のための主な備え

マスク、手指用消毒液、ハンドソープ（せっけん）、使い捨てのビニー
ル手袋、ポリ袋（感染物用）、体温計、上履き（床からの感染防止）、ティッ
シュ、ウェットティッシュ、ペーパータオル、水、携帯トイレ など



リハビリの現
ゲ ン バ

場から

A. 目的 B. 目標 C. 意思

社会人の心構え 業務で困ること 報告会 振り返り

応用的なリハビリの練習業務・制度など

治療の練習
毎日2〜3時間

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1回1時間程度

先輩への相談
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リハビリテーション部は、職員100人を超える部署です。新入職員が患
者さまによりよいリハビリを提供できるよう、年間を通して教育プログラム
を実施しています。

4 ～５月は、社会人としての心構えや、患者さまを担当するにあたっての
知識や技術の確認を毎日２～３時間行います。6月以降は、月1回、研修や
報告会を行います。年度末には１年間を振り返り、次年度に向けて自分の課
題などを見直します。

リハビリ技術の確認は、客観的臨床能力試験（ OSCE：オスキー※）とい
う手法で行います。リハビリを行うのに必要なコミュニケーション、筋力・
角度計測などの検査、乗り移りや歩行などの介助の課題を設定して、患者役・
療法士役となって練習し、仕上げに確認テストを行うものです。これにより、
専門的な知識、基礎的な治療技術が身につきます。また、先輩が新入職員
一人ひとりに付いて、いつでも相談できる体制を整えています。

今後も、よりよいリハビリを提供できるように、日々知識の向上などに
努めます。

※ OSCE（objective structured clinical examination)：臨床技術を客観的に評価するために生まれ
た試験。

●新人教育年間スケジュール

新人育成のための教育プログラム
“継続は力なり”の実践法

No.27

負担のかからない介助方法
&  家でできるリハビリ

リハビリテーション部  公認心理師  高
た か

尾
お
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「継続は力なり」って言うけれど……。継続するための力も必要です。さて、
そのためにもっとも重要なものは何でしょうか？

正解は、Aの目的です。
それぞれ順にみていきます。

●目的ってなに？
味わっていたい感情 ➡ 安心感、わくわく感、ほめられたいなど

●目標ってなに？
目的を叶えるための具体的な手段のこと ➡ 目的がなければ単なる苦行

●意志ってなに？
目標を成し遂げようとする心のこと ➡ 目標がなければ意志は働きません

目標を達成するための努力を継続する過程で、面倒くさい、疲れた、ほかのこ
とをしたい（誘惑）など様々な困難はあると思います。

でも、そんなときは目的を忘れてしまっているだけかもしれません。
達成したらどんないい気分になっているかを大いに想像してみてください。

きっと継続するための力がわいてくるはずです。

コツコツお金を貯めることが苦手、趣味は旅行という人

　　　　海外旅行のわくわく感を存分に味わいたい！

　　　　目標金額に到達するまでお金を貯めよう！

　　　　いつかコロナ禍が終息したら海外旅行するぞ！
　　　　そのために日々節約し旅費を貯めなきゃ！
意志
目標
目的

たとえば…



なるほどサポート
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過ごしやすい気候になりました！ 景色を楽しみながら身体を動かしてみませんか？
今回は効果的なウォーキングのコツを紹介します。

SHIN-SHIN とよた が発信します！

毎日の習慣でメタボ予防！

颯とよたは、利用者さまが住み慣れた地域で可能な限り自立した日
常生活を送ることができるようにサポートする、地域密着型の通所介
護事業所です。社会から孤立する不安や、介護をしているご家族の負
担を軽減することも目指しています。

私たちは、地域との連携を図り、地域に密着した運営を行うために、
運営推進会議を開催しています。

参加者 利用者さま・ご家族、区長、民生委員、包括支援センター、
三九朗病院・颯とよたスタッフ

内　容

施設紹介、利用実績、インシデント報告、感染症対策、 
利用者さま・ご家族からの声・要望、
区長・民生委員からの声・要望、
S-PDCA サイクルによる目標達成の取り組み など

会議を通じて地域に開かれた運営を行うことにより、災害時の対応
やボランティアの協力、感染症対策など様々な連携をスムーズに行う
ことができます。

今後も、地域住民の方々の意見を聴いて交流することにより、地域
に信頼される事業所を目指して努力していきます。

運営推進会議は、介護保険法の規定に基づき、地域密着型サービス事
業者が自ら設置するものです。利用者や家族、地域住民の代表者など
に、提供しているサービス内容を明らかにすることで、事業所による
利用者の「抱え込み」を防止し、地域に開かれたものとします。それ
により、サービスの質の確保を図ることを目的としています。

リハビリデイサービス颯とよた  運営推進会議

脂肪燃焼

☆ウォーキングによる効果☆

≪ 歩き方のポイント ≫

骨粗しょう症
の予防

心肺機能・体力
の向上 ストレス解消
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呼吸
歩幅

人との距離をあけ、感染症対策をしっかり行いましょう。

うつむかず10～ 20ⅿ
前方を見るようにしま
しょう

胸を張り背すじを伸ば
しましょう

肘を約90度に曲げ、後
ろに引くことを意識し
て振りましょう

着地時の膝は、曲げず
に伸ばしましょう

鼻から息を吸い、口か
ら吐きましょう

歩幅は普段よりも大きく
踵
かかと

から着地しましょう

運営推進会議を開催しています
リハビリデイサービス颯とよたから

〜感染予防のため入館時の検温・手指消毒・マスク着用にご協力ください〜
●メディカルフィットネス SHIN-SHINとよた（三九朗病院内）　☎0565-34-6272

【体験受付】10：00～19：00　　【営業時間】9：00～21：00（土・祝20：00まで）　　※休館日：日曜日

目標は1日8000歩 ! !
まずは普段の生活のプラス1000歩から始めてみましょう！

ウォーキング


